20111218部礼拝

最高の生き方(ルカ6:27-36)
もし、今、私たちが告白しお互いに「私は幸い、あなたも幸い」と勧めあったように、世の中の人は知らない本当の幸せを感謝して味わっている人であれば、またそれに対して自負を持つクリスチャンであれば、世にいる間、天国に召されるそのときまで最高の人生、最高のレベルの生き方を生きることができるようになると聖書は教えています。ただ私たちはその意味がどういう意味なのかよくわかっていないまま、その祝福をだいぶ逃しているのではないかと思います。今日、礼拝のメッセージをとおして、その部分を確認し、回復していただきたいと願います。イエスさまはクリスチャンの私たちが外見や人間的な条件と関係なく、「あなたがたが本物の幸せな人間だ」とおっしゃいました。普通に「私たちのほうが偉いし幸せです」と思って勘違いしているパリサイ人や周りの人々と比べて彼らのことを意識しながら本当はみなそう思っているでしょうが、そうではなくてイエスを心に受け入れたあなたがたこそ本当に幸せな者なのだよとおっしゃいました。パリサイ人、ユダヤ人に向かって、イエスを拒否する人々に向かって、「あなたがたはそうではない」とおっしゃった次に今日のことをおっしゃいました。「しかし…」そのように始めます。パリサイ人に向かっていろいろなお話をして、「しかし」さっき幸せだとお話したあなたがたクリスチャンは、彼らとは違うという意味で今日の聖書の箇所をおっしゃいました。今日の箇所を読みながら、見ながら、聞きながら何を感じるのでしょうか。どう思われたでしょうか。だいたい、ぼうっとしてみているので別に何も感じないというのが９０％ぐらいだと思うし、集中してこれを見ている方の９０％は「これはありえるの。無理ではないか。大変だ。クリスチャンに要求されることがこういうことなのか。これからどうしよう。もうだめだ」とほとんどが感じると思います。それが正解でもあるし誤解でもあります。実はそのような意味ではありません。だからといって「こんなことは私たちと関係ない。もう守れない。無視してもいい」という話でもないし、だからといって、これが私たちに高いハードルになり、守らないといけない律法的なプレッシャーでもありません。なぜ、イエスさまはこのようなことをおっしゃったのか。特に今日の聖書の箇所を見るとその中にはいろいろなことが含まれているでしょうが、特に人と人との間、人間関係において私たちはどのような生き方、どれくらいのレベルが要求され、求められるかを仰っています。「世の中の人は人間関係において、また、人との付き合いなどにおいていろいろなルールをもって生きているでしょうが、天の御国を所有して、神のいのちを与えられているイエスを信じているクリスチャンのあなたがたはそれとは違う。それどころではない。そのレベルではだめです」とおっしゃっているのです。
1． 信徒に求められる水準
クリスチャン、信者に求められる水準、レベルを全部まとめるとこのようにおっしゃっています。
1） 世（律法、異邦人）の水準を超え
　この世の中に通用している水準、レベルをはるかに超えたものです。それを違う言葉で言うと律法の要求、律法のレベル、それをはるかにまさるレベルです。それから、イエスさまがおっしゃることの中に「罪人たちでさえ」とおっしゃっています。ここで「罪人」というのは悪いことをやるという意味ではありません。クリスチャンではない、イエスを知らない人、イエスを拒否する人、世の中の人を指します。つまり、異邦人のことです。神を知らない、神を拒否する、世の中の異邦人が定めている、彼らに今通用しているレベル、水準をはるかに超えて、はるかに優るレベル、生き方、水準が求められています。これがクリスチャンの生き方として、今言われています。内容はだいたいこのような内容です。あなたの敵を愛しなさい。世の中では敵を愛するということはありません。せいぜい我慢することであって敵には敵としてあたります。あなたを憎むものに善を行いなさいというルールは世の中にはないし守れません。世の中のレベルはせいぜいどこまでなのかといいますと、律法的に言うと「歯には歯、目には目、口には口」です。それがせいぜいです。なぜそのようなルールを決め、また神様も旧約の聖書でそのようなことをおっしゃったのかというと、相手から歯にダメージを受けた場合に人間というものは、どれほど罪人なのかというと、この同じパターンで相手に同じ歯を持ってお返しすることでは気がすみません。歯が１本であれば、相手は１０本折らないと気が済まないのが人間です。それをよくご存知の神様が正解ではないが精いっぱい守るために、「歯が１本折れたら、あなたも１本で止めなさい」という意味であってこれが律法のレベルです。だから、律法のいろいろな要求というものは人間がどれほど悪い者なのかという裏返しのようなものです。それに対して、歯１本折れたら１０本お返しするような人間が敵を愛しなさいと言われています。「あなたを呪う者、侮辱する者に対して祝福して、その人のために祈りなさい」と言われます。皆さん、そのように生きてきたのでしょうか。そのように今、生きていらっしゃるのでしょうか。でも、クリスチャンであればそのような生き方でなければいけないと言われています。今日から大変ですね。でもイエスさまがおっしゃったことです。それから、右頬を叩かれたとき、世の中ではどうしますか。右頬を叩かれれば左手でお返しするでしょう。悪いとかいう話の前に、そのレベルが普通です。でも、「あなたが右頬を叩かれた時には左頬も出しなさい。上着を奪いとられたときには下着もあげなさい」と言われています。それはどのような行為をすべきなのかという意味の前に、世の中のレベル、人々のレベル、今、これはこうすべきだ、ああすべきだといろいろな道徳、倫理などがありますがそのようなレベルではいけないということです。それよりはるかに優るレベルを持って生きていかなければいけない。しかも、そのレベルというものはペテロがこのように質問しました。「私たちは過ちを犯した者に対して７回くらい許したらいいでしょうか」と。普通は１回許すというものも無理です。それに対してペテロは１００歩譲って、１回も無理なのに７回を許すというのはほぼ不可能なのですが、「それでいいでしょう」という思いで７回と言いました。それに対してイエスさまは「７回の７０倍も許しなさい」とおっしゃいました。７×７０で４９０回です。４９０回と言わず、許すということにはリミットがないという意味でした。
2） 違う次元の要求
　つまり、イエスさまが今日おっしゃっているのは、ペテロは１回許すことに対して、クリスチャンは同じ質、同じレベルでそれよりもうちょっと上の段階という意味で考えたのですが、クリスチャンに今、求められるのははるかにまさるレベルで「同じ水準で上」ではなくて、質と次元がまったく異なる、次元が違うレベルが求められ要求されるという意味です。普通、１本折れたときに１本返しますが、あなたがたはそれを我慢しなさいとか、同じ次元での話ではありません。全然、違う次元での要求というものが私たちにはあります。それで世の中の人のように律法のレベルに従って異邦人がやっていることのようではなく、次元がまったく違うことが要求されるその内容が、敵を愛しなさい。あなたを呪うもののために祝福して、彼らのためにお祈りする。このような人との関係、そのような心構え、レベルを持って人生を生きていきなさいということです。それを全部まとめたのが３５節です。「自分の敵を愛しなさい。彼らをよくしてやり返してもらうことを考えずに貸しなさい。そうすれば、あなたがたの受ける報いは素晴らしく、またいと高き方の子どもになれます」そのときまでは神の子どもではないかというと、そういう意味ではありません。その理由は、神様は恩知らずの悪人にも憐み深く、悪い者にもいのちを与えられ、雨も風も雪も一緒に平等に与えていらっしゃる、また彼らも救われることを望んでおられる神様なのでこのようにおっしゃっています。「天の父が憐み深いようにあなたがたも憐み深くしなさい」
３）父なる神様のように
　クリスチャンに要求される水準、レベルはどれほど次元が違うのかというと、普通の人よりもう少し高いというレベルではなく、普通と次元が違う神様のようにしなさいと言われています。それが私たちに求められる生き方です。特に人間関係に対してこのように言われています。敵を愛しなさい。あなたを侮辱する者のために祝福を祈りなさい。復讐などはまったく言葉も入り込むことができない、許すというのは無限の許しという次元です。それがよくよく考えてみると神様の性質であり、神様に見られるものなのです。世の中にはそのようなことはありません。「クリスチャンの私たちに神様のようなレベルで、神様のようにあなたがたは人々に対しなさい。そこまでやらないといけない」と言われています。道徳とは違うのですが、もし言葉でいうのであればこれが私たちクリスチャンの道徳です。皆さんぜひこのような生き方、皆さんを見て神様を見ることができる人生、生き方をしていただきたいと願います。だれかが皆さんの頬を叩くときは怒らないでこちらの頬を出すように要求されています。これは紛れもないイエスさまの言葉であり事実です。「あなたがたはイエスを知らない異邦人とは違うのだよ。あなたがたはクリスチャンです。これから幸いな者であると同時に、だからこのような生き方をしなさい」ということです。人との間にいろいろなことがある中で、余計な戦い、余計な葛藤、余計な争い、肉的な人間的な世的な争いなどに巻き込まれないようにしてください。世の中の人のレベルと同じレベルで「よくやった。だめだ」という戦い、争いはもう止めなさい。それはあなたがたの人生とは関係ないものです。無条件に許しなさい。敵を愛しなさいと言われています。問題はなぜそのようなことが言われているのか。これはもう一度申し上げますが皆さんは聞きながら守れないので無視するか、あるいはものすごい負担を持つようになるかもしれません。イエスさまが私たちにおっしゃることは負担をかけるために、プレッシャーのためにおっしゃることは一つもありません。それは私たちが誤解しているからです。つまり、異邦人や律法のレベルがあって、それよりクリスチャンの私たちはハードルをものすごく高くして、ここまできちんとできたら合格、そうでないとだめということのためにここまでのレベルをおっしゃっているわけではありません。そのような負担や誤解は全部、解いてください。だからといって、これを無視してもいいわけではありません。とにかく、私たちクリスチャンには異邦人や世の中の人から見られるレベル、水準とはまったく次元の違う神様にのみ見られることが求められ要求されているということは、ぜひ、心に覚えていただきたいと思います。
４）最高の生き方
　そして、イエスさまがこのようにおっしゃっている根拠、理由は何でしょう。なぜまたこのようなことが要求されるのでしょうか。それはイエス・キリストを信じているクリスチャンの私たちが自分の人間的なレベルがどうなのかと関係なく、イエスを受け入れたことによって、このような生き方ができるほどの最高の祝福の者に変えられているということが大前提です。つまり、このように求められ要求されている生き方というのは、世の中において神様を見ることができる最高の水準、生き方なのです。それがクリスチャンの私たちの生き方です。それに負担ではなく自負とプライドを持たなければいけません。今現在、これと私とはだいぶかけ離れているでしょうが、あきらめないで、無視しないで、私と関係ないもの、また負担やプレッシャーのように受け止めず、これが私に与えられている祝福だと受け止めてください。

２．最高の人なので
なぜ、私にこのように言われるか、またこのように求められるかというとイエスを信じることによって最高の祝福の人にもうなっているから、変えられているから、その裏返しなのです。「これほどのことが求められるほど、このような生き方ができるほど、イエスを信じることによってクリスチャンのあなたがたは変わっている。あなたがたは最高の祝福の人生に変えられている」とおっしゃっています。そこがポイントです。なぜ私たちは最高の人と自負できるのでしょうか。それは他には条件はありません。他に惑わされてはいけません。一つの条件だけです。
1） イエスにあって
　イエスにあって、イエスを受け入れたので、そのイエスを心に持つ者なのです。
２）いのち与えられた人
イエスを信じるということは一言でいのちを与えられることです。イエスを信じることによって私たちの外側の人間、人間的なものは何も変わっていないかもしれません。でも、イエスを信じるというのは神様ご自身が聖霊をとおして私たちの中に入って、私たちとともにおられることになります。これをいのちと言います。イエスを信じることは気持ちがよくなること、どこかの会に入会するようなことではありません。また道徳的にレベルがアップすることでもありません。イエスを信じることはいのちを得ることです。イエスは道であり、真理であり、いのちです。私の何かと実は何も関係なく、だれでもイエスを信じる者は神ご自身が私たちに語りかけて手を引っ張っていく存在ではなく、それでは足りないし、限界があり、それほど私たちは罪深い者なので、イエスを信じることによって神ご自身が私たちの中に入って来られるようになります。しかも永遠に離れることなくそうなりました。イエスを信じることによって、私たちはよく気づいていないでしょうが律法のレベルや異邦人のレベルによって生きていく、しかもそれもレベルあるもののようにきちんと守ることができない私たちは十字架とともにつけられて死んでしまいました。イエスを信じるその瞬間、私たちは神のかたちに変えられて、信じるその瞬間、私のレベルとは関係なく神の子どもになり、神がともにおられるようになりました。それからメインが自分ではなく神ご自身になります。神様が、キリストが私の人生の主人と変えられることが受け入れたその途端に起きました。私たちの環境や自分の人間的な条件と関係なく最高のレベルの存在になりました。それがイエスを信じるということです。イエスさまは何も根拠なしに無理なことをおっしゃるでたらめな方ではありません。聞いている弟子たちはどういう意味なのかよくわかっていない、あるいは今までどおり律法的な感覚でそれを聞いているかもしれません。でもイエスさまがおっしゃっているのは、「あなたがたは気づいていないでしょうが、私イエスを信じて救い主として受け入れ従ったということは、このような人生を生きて行けるような変化が起きたこと。そのように人生丸ごと変えられていることなのだ」ということをよくご存知なのでそれを訴えていらっしゃるのです。今、この通りに生きていくと合格、そうでないと罰せられるという基準ではありません。私たちは今もこれとはかけ離れている人格、人生、人間関係をそのように生きていると思います。問題はそこに留まり「しょうがない」と思ってはいけません。なぜかというと、みなさんはイエスを信じて救われたものなので、それがなんなのかをイエスさまは今訴えていらっしゃいます。「あなたがたは今、少し貧しくても、学校の成績が悪くても、学歴が低くても、いろいろ社会的な教養の面において足りない面があるかもしれません。それは別に補っていけばよいのです。それにもかかわらず、イエスを受け入れることによってあなたがたは最高の存在になったということをしっかり覚えて、そこに心を、思いを留めなさい。自分がイエスを信じることでどのように変えられて、自分がだれなのか。イエスを信じることとはいったいどういうことなのか、それをぜひ覚えてわかってほしいし忘れないでほしい」とおっしゃっています。イエスの中にあって私たちはいのちがある者で、古いものはもう過ぎ去っています。皆さんがそう信じるか信じないか関係なくそうなりました。そうなったのでこのように言われるのです。「あなたがたは異邦人でも、律法に引っかかる存在でもない、昔のものではない、罪人でもない、あなたがたは救われて神がともにおられる。これからは神様があなたがたの人生を生きるようになる」と。言葉を変えますとどれほどの祝福の存在になったのかというと、あなたがたの何かと関係なく、正しくわかって信仰さえあればあなたがたの中におられる神さまご自身があなたの人生に現れるということです。ともにおられるのですから。キムチを持っているとキムチの匂いがします。神様がともにおられるのですから、神の匂いがする、あなたがたはそのような存在です。今、こことは程遠いレベルであってもあきらめず、これを目指してください。これが私の行けるところで、また行かないといけないものなのです。なぜかというと、神の香りが私をとおして現れるようになっているからです。神がともにおられるのです。適当に神様がどこか一緒に私とともにおられて見守っているような意味ではありません。中にともにおられます。これはとても神秘的で不思議な祝福です。イエスを受け入れることはいのちを得ることです。以前のものは過ぎ去りすべてが新しくなりました。だから、イエスを信じる者は今、イエスさまがおっしゃっているように敵を愛し、呪う者、憎む者のために善を行い、彼らのために祝福を祈ることができる人間になれるのです。今そうでなくても失望せず、プレッシャーにも思わないでそうなれる存在で、そこまで行けるのだという約束を握ってください。これはハードルではありません。なぜこのように神のようにしなさいと言われているのでしょうか。それは私たちは人間なのに神が私の中にともにおられるという証拠です。イエスを信じるとそうなります。
３）イエスはキリスト
なぜイエスを信じるとそのような最高の存在になるのでしょうか。イエスはキリストだからです。イエスは唯一、神様に会えるいのちを得られる道であり、そのいのちを失うようになった罪をすべてなくして、罪を口実に私たちの人生を捕えてだめにしていたサタンの頭を打ち砕いて勝利された唯一の方なのです。イエスは釈迦やソクラテスという存在とは違う、イエスはキリストです。イエスはいのちです。イエスは何かの教えや教訓ではなく、いのちです。イエスを信じることは何かということをぜひ悟ってほしいのです。聖書当時のイエスさまがおっしゃることは今、パリサイ人などに無視され、指差されながらもイエスさまに従っていた弟子たちに向かってでした。今のところ奇跡を見たり素晴らしい言葉を聞いているのだけれども性格が改善されたり、偉い立場に昇ったり、そういうことはまったくありません。今も無視されるままの状況なのですがイエスさまは「よかった。よくやった。人生、また宇宙、世界において最高のことをやった。イエスを信じて、わたしに従っているということは、それは最高の人生なのです。だから、あなたがたのためには最高の生き方が許されている」という意味です。皆さん、イエス・キリストを信じている自分のことをもう一度改めて考えて黙想していただきたいと思います。イエスと関わることはこれほど最高の変化であり祝福です。理由は一つだけ、イエスだけがキリストだからです。
4） 外見と関係なく
　イエスがキリストなので私たちの外見とは全く関係なくそのようになってしまいました。「あなたがたは神の神殿であり、神の御霊があなたがたに宿っておられることを知らないのですか」「心の貧しい者は幸いです。天の御国はその人のものだからです」キリスト、イエスにある者は天にある霊的なすべての祝福をいただいている者です。死と罪の原理から完全に解放されている者です。イエスを信じることは気持ちやただの教訓ではありません。いのちです。皆さんがイエスを受け入れたのであれば「そうではない」と逃げても、本当は逃げることもできません。これは私たちの言葉では全部説明しきれないものなのですが、神様とキリストと三位一体の神様とイエスを信じて受け入れた瞬間、皆さんは逃げようとしても逃げることができない、だれも切り離すことができないようにくっついて一緒になり一つになっているのです。だから、早く自分を捨てて、自分のことを捨ててひざまずくというのが最高に速い方法です。どうせ逃げられないので。だれも切り離すことはできません。それをいのちと言います。父がわたしの中に、わたしが父の中にと同じように、彼らもわたしの中に、わたしも彼らの中に、彼らもわたしたちと一つになるようにしてください。ものすごいことです。ですから、私たちにこのような確信と確認と感謝とともに、今、イエスさまが要求しているレベルに私たちが達しているかどうかには負担を持たないで、でもこのようになれる、ここまで私たちはいけるほど祝福された者と見て、残りは一つだけです。あとの聖書の箇所にイエスさまがおっしゃっていますが、弟子が先生のようになることはできないが弟子も整えられてまったきものになれば先生と同じようになります。
３．しっかり味わい整えられれば
　つまり、このようにいのちあるものなので、このレベルのことを私たちの生きる祝福として受け止めて、主がともにおられることなので私たちは一つだけです。まったきものになり整えられることさえあれば、だんだん、このような人に変えられます。あきらめないでください。これを逆にここまで達していなくても自負してください。「私はここまでいける。神が私をとおして現れる」と。
１）心からの信仰告白（自覚）
つまり、整えられるというのは何かというとキリスト、イエスを信じることによって私はいのちあるということを常に確認し、その上に立って真心からの信仰告白を常にささげることです。そうすると、このようになります。「私は以前のものは過ぎ去り、キリストを受け入れることによっていのちある者です。新しく変えられている者です。主がともにおられる者です。聖霊がともにおられる者です。わたしはもうすでにすべての問題が終わり、幸いな者になりました」という告白です。キリストの約束を握って告白すること、それで幸いな者です、最高のものですという結論が出ると、整えられるというのはその次に一つのことさえやればよいです。
２）ガラテヤ2：20の戦い
　ガラテヤ2：20です。私はそのキリストにある幸いな、幸せな者です。結局どこまで行くのかというと敵を愛するまで変えられ、そこまで行ける自分以外の自分がたくさんいますが、そのイエスの中にいる自分以外の自分をことごとく殺して、ことごとくつぶしていく、それがガラテヤ2：20です。それが戦いです。それがどこから首を突っ込むものなのかは傷によって、過去の教育によって、自分の野望によって、世の中のいろいろな価値観によって違います。そこから生まれた自分というものがあり、それがいつも首を突っ込もうとします。そのときにキリストにある自分、新しい自分、幸いな自分、どれほどの祝福の存在、最高の存在なのかを告白しながら「私は敵を愛することができるほどの存在です。幸せな者です」という告白とともに、そうでない自分、劣等感を持つように、心配させるように人を憎むような自分がいっぱいいるのですが、それをことごとく「そうではない。これは十字架とともに死んだものだ」と殺してつぶしていくことで整えられます。そうすると、一つのことが残ります。
３）聖霊充満の祝福を
　私でこのようなことができるはずがありません。聖霊がともにおられますので、約束されました。私たちには聖霊充満しかない。聖霊充満になりますと私たちの弱さや私たちの限界と関係なく、この神様であることが私たちをとおして現れる、聖霊の実が結ばれるようになります。それで聖霊充満のほうに絞って集中するようになります。これが祈りです。これが自分を整えることです。ぜひやってください。主がともにおられ、聖霊がともにおられるのですから　私たちがやるべきことというのは、これをハードルにしてこれを守ろうとして負担を持って頑張ることでなく、ここまで言われるほど私たちは自分が知っている以上に祝福され、ものすごい変化が起こり、自分はそのような最高の存在なのだと確認し告白し、そうでない自分をつぶしながら聖霊充満の祝福を求めるのです。そうすると、自分が頑張るのではなく、聖霊充満によって敵を愛するようにもなれるのです。そこまでいきます。人間関係において勝利します。求める者ではなく与える側に変わります。
結論
そして、それをもって最終的な目的は死んでいくサタンに制せられているたましいをかわいそうに思って、彼らに福音を持って彼らを助け、立てて生かすいのちの祝福を分かち合うような生き方になります。それこそ神の気持ちです。これが最高の生き方です。人を助ける者になります。これからのクリスチャンのすべての最高の基準はなにかというと福音宣教と伝道になります。これを基準にして、これに有利なほうに聖霊の導きとともに私を持って行き、だいたい譲って許していくほうに答えがあるでしょう。伝道が基準です。世の中ルールが基準ではありません。ルールを守ったので私は良かった、守れなかったからダメだというレベルではありません。そのような戦い、争いはもう終わりです。はるかに超えて、相手が１００％間違っていても相手のために祝福を祈るようになるのです。何のためでしょう。まずは私たちが祝福された者なので、そして、福音宣教という基準のために、これがクリスチャンの生き方です。それができるように、そう言われるほど私たちはキリスト、イエスを信じることによって内側から変えられて最高のいのちの祝福に預かっている者だということを忘れないで覚えていてください。聖霊充満の祝福を祈ってください。皆さんの力でこれをやりなさいとおっしゃっているのではありません。聖霊がともにおられ、聖霊がこのようになさるのですから、聖霊充満を求めてください。そこにこの答えがあります。なんと私たちは大いに変えられ祝福されたものでしょうか。イエスを信じることによって。理由は一つだけです。そのイエスがキリストだからです。私はそうではないと思いたいのだけれどもイエスはキリストだから仕方なく私は最高のものに変えられています。皆さんの中に神が宿っていらっしゃいます。聖霊が宿っていらっしゃいます。だから、こう言われるのです。これは私たちのプライドです。今日から皆さん、祈りのクリスチャンになってください。何より神様の前で一人静まって祈る祈りをしっかり自分のものにしないといけません。そのときに他の何かよりキリストの契約を握って祈ってください。そうすると、その祈りの最後は何かというと、私は最高に祝福された者、幸いな者なのだということが見えるそのときまで黙想しながら祈ってください。問題があっても、失敗があっても置いておいてキリストの契約を握って深く入って祈ってください。それから、そのような祈りのある者は当たり前になるでしょうが、礼拝をとおしてみことばを聞き、メッセージを聞きます。そのメッセージに全幅的に頼ることが自分自身をつぶして、古き自分自身を殺す一番の方法です。だから、自分の意見ではなく、みことばに全幅的にすべての信頼を置く心構えを持って礼拝に集っていただきたいと思います。私たちがやるべきことはそれしかありません。主がともにおられるからこのような敵を愛するところまで行けるような存在なのですが、古き自分がいるから邪魔するだけです。古き自分を殺せばよいのです。殺す一番の方法は神のみことばに全部を捨てて全幅的に信頼を置くつもりでメッセージを聞いて握っていただきたいと思います。握って考えてください。それから、周りの人や現場にいる人々を見て、ただ外見ではなく霊的な内面を見て、そこに彼らをかわいそうに思って本当の愛を持って伝道が中心になってすべてを見ていくことです。伝道が中心になるというのは彼らの実際的な内面を見たということです。神から離れていて霊的に荒れている彼らの状態を見たので、そこの答えはキリストしかありません。福音以外には答えがありません。私たちの技術や才能やテクニックやアイフォンの技術などはそこには答えにはなりません。キリストしか答えはありません。ですから、その思いで見ていてください。これが私たちの生き方です。最高のレベルです。私たちにだけ許されているレベルであり、また生き方でもあります。キリスト、イエスを受け入れた瞬間から、実は私たちは最高の水準の人生を生きるように許されています。そのために、今できなくてもそれが十分できるから言われているのです。その方法は主がともにおられる祝福を思い出し、新しい自分を発見し感謝とともに古き自分を殺し、聖霊充満のほうに持って行くようにすることです。無理だと思わないで、だからといってこれを守ろうとするのでもない、これは私たちのプライドです。「私たちはあなたがたと同じ生き方はしない。だから全部持って行きなさい。」でも絶対そういう気持ちにならない、だからキリストを握って、もう一度確認し、その自分を殺しながら、弱い自分をもって聖霊充満を求めます。そうすると、昔の韓国の牧師のように息子を殺した敵の軍隊を、自分の養子として受け入れて、牧師に育てたということも特別な人のお話ではなく、私たちの人生の中にそのような答えがこれから起こるようになります。全部、結局、勝ち取る存在になります。ぜひ、皆さんの最高の生き方が求められ、そのように求められることができる存在、祝福されているということを覚えて、静まって祈りの祝福を大事にしていただきたいと思います。
〈お祈り〉

愛する天の父なる神様、私たちにためにひとり子イエス・キリストを十字架に引き渡されて、私たちにいのちを与えられ神の子どもにしてくださり、また主が聖霊をとおしてともにおられる最高の幸せ、祝福を与えてくださったことをありがとうございます。私たちはこの価値がまだよくわかっていないがゆえに未信者のレベルにととどまり、それ以下になる場合も多くあります。私たちはどれほど祝福されている者なのか教えてくださり、本当に感謝と確信とともに最高の生き方を自分のものにし聖霊充満の祈りを味わうことができるように一人一人を励ましてください。どうかイエス・キリストを信じるということはどれほどの大きな祝福なのか主が教えてください。感謝して、イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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